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記，2025）．常緑カシ類を主体とする照葉樹林もしくは雑

木林での糖蜜トラップで得られた（Fig. 8–G）ほか，向寺

山（文化の森総合公園）ではツバキ科のサザンカ Camellia 

sasanqua Thunb. に訪花していた個体が得られた．従来の

発生時期は 11 ～ 12 月だが 2 月に得られた事例があり，暖

地では成虫で長く生存できることが示唆されている（田島，

2024）．当県でも 1 月下旬に得られており，同様の事例と

考えられる．
61．Eupsilia tripunctata Butler, 1878 ミツボシキリガ
　徳島市眉山町大滝山，1 ♀，27.I.2024,sugar bait, ST leg.；

Fig. 7.  Habitus of moths and landscapes of collection sites. A: habitat of Nyssiodes lefuarius (river side of Yoshinogawa-River); B: adult of N. 
lefuarius; C: adult of Apochima excavata; D: adult of Biston takeuchii; E: habitat of Triphosa sericata sericata (Fudōnoiwaya-Cave); F: adult 
of Takanea excisa japonensis; G: emerged adult of Platychasma virgo; H: adult of Odontosia sieversii japonibia; I: adult of Ilema (Cadrusia) 
nachiensis; J: habitat of Laelia coenosa sangaica (Shiozuka-Kōgen); K: adult of L. c. sangaica; L: adult of Gelastocera rubicundula; M: 
adult of Anoratha paritalis; N: adults of Catocala separans; O: adult of Catocala tokui tokui; P: adults of Catocala kuangtungensis sugii; 
Q: habitat of Cymatophoropsis unca (Kōnosekyō-Gorge); R: adult of C. unca; S: adult of Acronicta (Hylonycta) carbonaria; T: adult of 
Leucapamea kawadai.
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海部郡美波町伊座利，1 ♀，10.II.2024,sugar bait, ST leg.

62．Eupsilia unipuncta Scriba, 1919 ムラサキミツボシキリ
ガ　徳島県初記録
　那賀郡那賀町沢谷，1 ♀，7.XII.2023,sugar bait, ST leg.（Fig. 

5–E）

　本州，四国（愛媛県，高知県），九州にやや局地的に分布し，

寄主は不明（片岡，2017；岸田，2011b；川島，2017c；真

鍋，1999a；沼口，1980）．雲早山周辺の落葉広葉樹林での

糖蜜トラップで得られた（Fig. 8–H）．
63．Eupsilia quadrilinea （Leech, ［1889］） ヨスジノコメキリ
ガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，1 ♂，26.XII.2023,sugar bait, ST 

leg.；1 ♀，23.III.2024,LT, ST leg.；徳島市八万町向寺山，1

♀，18.XII.2023, ST leg.

64．Rhynchaglaea scitula （Butler, 1879） チャマダラキリガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，2 ♂ 6 ♀，26.XII.2023,sugar bait, 

ST leg.；徳島市眉山町大滝山，1 ♀，27.I.2024,sugar bait, 

ST leg.； 徳 島 市 西 富 田 町，1 ♂，24.II.2024,sugar bait, ST 

leg.；徳島市八万町向寺山，1 ♀，14.III.2024, ST leg.；徳島

市大原町日峰山，1 ♀，9.III.2024,sugar bait, ST leg.；海部

郡美波町伊座利，1 ♂ 2 ♀，10.II.2024,sugar bait, ST leg.；

海陽町宍喰浦古目，2 ♀，25.XII.2023,sugar bait, ST leg.

65．Rhynchaglaea fuscipennis Sugi, 1958 クロチャマダラキ
リガ
　 徳 島 市 眉 山 町 茂 助 ケ 原，1 ♀，26.XII.2023,sugar bait, 

ST leg.； 徳 島 市 西 富 田 町，1 ♀，24.II.2024,sugar bait, 

ST leg.； 徳 島 市 八 万 町 向 寺 山，2 ♀，18.XII.2023, ST 

leg.；1 ♀，24.XII.2023, ST leg.； 佐 那 河 内 村 杖 立 山，1

♂，6.IV.2024,LT, ST leg.； 海 部 郡 美 波 町 伊 座 利，2 ♀，

10.II.2024,LT, ST leg.

66．Mesorhynchaglaea pacifica Sugi, 1980 ヤクシマキリガ
　 徳 島 市 西 富 田 町，2 ♀，24.II.2024,sugar bait, ST leg.；

1 ♂ 1 ♀ , 24.II.2024, LT, ST leg.；1 ♀，22.III.2025,LT, ST 

leg.；徳島市大原町日峰山，1 ♀，9.III.2024,sugar bait, ST 

leg.；海部郡美波町伊座利，5 ♂ 7 ♀，10.II.2024,sugar bait, 

ST leg.（Fig. 5–F）；海陽町宍喰浦古目，1 ♀，12.I.2025,LT, 

ST leg.

　本州（房総半島，伊豆半島以西の太平洋岸，瀬戸内海

沿岸），四国（香川県，小豆島，愛媛県，高知県），九州，

屋久島に分布（片岡，2017；川島，2017d；岸田，2011b；

増井，1978a；1980）．寄主はブナ科のウバメガシ Quercus 

phillyraeoides A.Gray で，寄主のある照葉樹林に生息する

（小林，2016）．インターネット上には徳島市の撮影記録が

ある（虫撮りデジカメ日記，2025）．各地のウバメガシが

自生する照葉樹林や雑木林で糖蜜トラップと灯火採集の両

方で得られたほか，ツバキ科のサザンカ Camellia sasanqua 

Thunb. への訪花も観察された（Figs. 8–I, J）．生息地での

個体数は多い．
67．Teratoglaea pacifica Sugi, 1958 エグリキリガ
　つるぎ町一宇葛籠，1 ♂，20.IV.2024,LT, ST leg. 

68．Sugitania lepida （Butler, 1879） スギタニモンキリガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，1 ♂ 2 ♀，26.XII.2023,sugar bait, 

ST leg.；徳島市眉山町大滝山，1 ♀，27.I.2024,sugar bait, 

ST leg.；徳島市八万町向寺山，1 ♀，24.XII.2023, ST leg.；

海部郡美波町伊座利，2 ♂ 1 ♀，10.II.2024,sugar bait, ST 

leg.

69．Sugitania clara Sugi, 1990 ヤマノモンキリガ
　那賀郡那賀町沢谷，3 ♀，7.XII.2023,sugar bait, ST leg.

70．Agrocholorta nawae Matsumura, 1926 ナワキリガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，4 ♀，26.XII.2023,sugar bait 徳

島市大原町日峰山，1 ♂，9.III.2024,sugar bait, ST leg.

71．Telorta acuminata （Butler, 1878） ウスキトガリキリガ
　徳島市八万町大坪，1 ♂，19.XI.2023, ST leg.

72．Telorta edentata （Leech, ［1889］） キトガリキリガ
　 徳 島 市 佐 古 山 町 眉 山，1 ♀，13.XI.2023,sugar bait, ST 

leg.；徳島市八万町向寺山，1 ♂，21.XI.2023,sugar bait, ST 

leg.；那賀郡那賀町沢谷，1 ♂，7.XII.2023,LT, ST leg.；2 ♀，

7.XII.2023,sugar bait, ST leg.

73．Telorta divergens （Butler, 1879） ノコメトガリキリガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，1 ♂，26.XII.2023,sugar bait, ST 

leg.；徳島市眉山町大滝山，1 ♀，27.I.2024,sugar bait, ST 

leg.；徳島市八万町向寺山，1 ♀，16.XI.2023, ST leg.；海

部郡美波町伊座利，1 ♂，10.II.2024,sugar bait, ST leg.

74．Antivaleria viridimacula （Graeser, 1889） アオバハガタ
ヨトウ
　那賀郡那賀町沢谷，2 ♀，7.XII.2023,sugar bait, ST leg.；

海部郡海陽町小川，1 ♀，8.XI.2023,sugar bait, ST leg.

75．Nyctycia strigidisca owadai （Yoshimoto, 1988） ヒマラヤ
ハガタヨトウ日本亜種
　海部郡海陽町小川，1 ♀，8.XI.2023,LT, ST leg.

76．Nyctycia hoenei hoenei （Boursin, 1958） ヘーネアオハガ
タヨトウ日本亜種
　徳島市眉山町大滝山，2 ♀，27.I.2024,LT, ST leg.；徳島

市八万町大坪，1 ♀，19.XI.2023, ST leg.；徳島市八万町向

寺山，1 ♀，17.XII.2023, ST leg.；海陽町宍喰浦古目，1 ♂

1 ♀，25.XII.2023,sugar bait, ST leg. 

Cosmiina コスミア亜族
77．Dimorphicosmia variegata （Oberthür, 1879） マダラキボ
シキリガ
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　三好市東祖谷見ノ越，1 ♂ 1 ♀，4.VIII.2025,LT, ST leg.（Fig. 

5–G） 

　北海道，本州，四国（徳島県，愛媛県，高知県），九州

に分布し，県内では剣山周辺でのみ記録がある（赤枝，

1970，1972；片岡，2017；川島，2017d；岸田，2011b；真

鍋，2007；清水，1999）．寄主はアオイ科のシナノキ Tilia 

japonica （Miq.） Simonk.（岸田，2011b）で，四国では寄主

の多い高標高地に生息する．剣山登山口付近，標高 1,380 

m での灯火採集で得られた（Fig. 8–K）．

Hadeninae ヨトウガ亜科
Orthosiini オルトシア族

78．Xylopolia bella bella （Butler, 1881） クロスジキリガ屋
久島以北亜種
　 徳 島 市 眉 山 町 茂 助 ケ 原，1 ♂ 2 ♀，10.IV.2024,LT, ST 

leg.；佐那河内村杖立山，1 ♂，6.IV.2024,LT, ST leg.

79．Perigrapha （Perigrapha） hoenei Püngeler, 1914 スギタ
ニキリガ
　徳島市眉山町茂助ケ原，1 ♀，23.III.2024,LT, ST leg.；佐

那河内村杖立山，1 ♂，6.IV.2024,LT, ST leg.

80．Orthosia limbata limbata （Butler, 1879） シロヘリキリガ
日本亜種
　 徳 島 市 西 富 田 町，4 ♂，24.II.2024,1 sugar bait 3 LT, ST 

leg. 

Hadenini ヨトウガ族
81．Polia goliath （Oberthür, 1880） オオシモフリヨトウ
　三好市東祖谷見ノ越，1 ♂，4.VIII.2025,LT, ST leg.（Fig. 

5–H）

　北海道，本州，四国（徳島県，愛媛県，高知県），九州

に分布し（石原ほか，1953；片岡，2017；岸田，2011b；

小島ほか，1964；四国産蛾類図鑑，2025；清水，1997），

県内では剣山でのみ記録がある（赤枝，1972；永井・富永，

1971）．寄主としてブナ科，バラ科，ヤナギ科が知られる（岸

田，2011b）．剣山登山口付近，標高 1,380 m での灯火採集

で得られた（Fig. 8–K）．

Leucanini キヨトウ族
82．Mythimna （Pseudaletia） pallidicosta pallidicosta 

（Hampson, 1894） マエジロアカフキヨトウ日本亜種

Fig. 8.  Habitus of moths and landscapes of collection sites. A: habitat of Plusilla rosalia (Haibara); B: adult of P. rosalia; C: adult of Acrapex 
azumai; D: adult of Virgo confusa; E: adult of Dryobotodes angusta angusta; F: adult of Lithophane nagaii; G: adult of Elwesia sugii sugii; H: 
adult of Eupsilia unipuncta; I: habitat of Mesorhynchaglaea pacifica (Izari); J: adult of M. pacifica sucking flower of Camellia sasanqua; K: 
habitat of Dimorphicosmia variegata and Polia goliath (Mt. Tsurugi-san); L: adult of Mythimna (Pseudaletia) pallidicosta pallidicosta.
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　海陽町宍喰浦古目，1♂，25.XII.2023,sugar bait, ST leg.（Fig. 

5–I）

　北海道，本州，四国（徳島県，愛媛県，高知県），九州，

屋久島，奄美大島に分布し，県内では塩塚高原で記録が

ある（片岡，2017；岸田，2011b；岸田ほか，2018；近藤，

2024；真鍋，2007，2011）．近年，国内で分布を東部へ急

速に拡大している（鳥海・枝，2023）．照葉樹林内での糖

蜜トラップで得られた（Fig. 8–L）．

考察

　本調査では多くの県初記録種や，県内で記録の少ない種

が得られた．発生時期や活動時間帯が限局的な種，活動が

天候に大きく左右される種は特に調査できる時期が限られ

るため記録が少ないことが多く，数年間に渡る定期的な採

集を行うことで生息状況を確かめる必要がある．また，イ

チジョウヒメハマキやミナミトガリアツバなど，国内から

近年記録された種が新たに県内でも確認されているほか，

フシキキシタバやマエジロアカフキヨトウなど近年になっ

て全国的に増加，分布を拡大しつつある種が県内各地で得

られるなど，過去の生物相との変化が現在の記録に反映さ

れている．ホルトノキナガヒゲガなど小型で識別が困難な

小蛾類や，ニセトガリヨトウなど同定に交尾器の確認が必

要な種はこれまでの調査でも確認ができていなかった．昆

虫相の研究は愛好家による貢献が非常に大きく，徳島県の

蛾類に関しても同様だが，一方で専門的な技術のある調査

者によって新たな知見が得られる余地は大きいと考えられ

る．

　単食者のうち寄主植物の周辺でのみ得られる種や生息環

境から移動しない種，さらにライトトラップにも誘引され

にくい種は生態を把握した上でピンポイントでの採集が必

要であるため記録が少ない．アコウハマキモドキやコケヒ

メエダシャクは本調査で県内での生息が確認されたが，い

ずれもわずかな範囲であり，新産地の発見には同様の環境

を 1 か所ずつ探索する必要がある．

　これまでの調査では，海岸や河川敷など低地の水辺環境

（Figs. 6–I, J, 8–A）も蛾類の記録が限られており，ハマゴ

ウノメイガが広範囲の海岸に分布しているにも関わらず未

記録であったほか，多くの県初記録種が見出された．特に，

県最長の河川である吉野川は多くの湿地や草原を包含して

おり（Figs. 7–A, 8–A），これらの環境を選好する種にとっ

て重要である．また，住宅地の近辺の小川や湿地など，大

規模な調査では見過ごされることの多い場所にも低湿地性

の蛾類が点在しており，未発見の生息地が各地にあること

が推測される．水辺環境には沈水～抽水植物や海浜植物な

どで構成される独自の植生があり，生息する蛾類も特異的

であることが多いうえ，依然として包括的な調査はできて

いないため，今後も新たな知見が得られる可能性は高い．

このような環境は開発で消失しやすいため，記録を残すこ

とが急務である．

　塩塚高原（Fig. 7–J）は野焼きによって大規模な草原が

維持されており，セダカモクメなど多くの草原性蛾類が得

られている．県内の讃岐山脈や四国山地に点在した草原の

多くが劣化，消失し，チョウ類のオオウラギンヒョウモン

などが絶滅している（徳島県，2013）．そのような現状も

あり，当地は非常に貴重な環境であると言える．

　照葉樹林（Figs. 6–H, 8–I）は県内の低地の主要な植生で

あり，広大なため調査が十分に進んでいないが，ヒコサン

コアカヨトウなど希少な種が生息することが明らかになり

つつある（外村・樋口，2025）．徳島市の住宅地近郊では

ヤクシマヒメキシタバやサヌキキリガといった希少な種が

得られ，温暖な南部の海陽町では数回の調査でクロホソマ

イコガやクロモンオビリンガなど南方系の県初記録種が得

られた．広渡ほか（2022）では 1 回の調査で多くの県初記

録種や四国初記録種が見いだされており，今後も全域での

採集が必要な環境であると言える．

　剣山（Figs. 6–E, 8–K）は県内最高峰で，冷温帯性広葉樹

林が広がっている．シーベルスシャチホコやオオシモフリ

ヨトウなど，県内では当地のみでしか得られていない種も

多く，本州中部地方以北と共通する蛾類相が存在する貴重

な環境と言える（永井・富永，1971）．ただしモンキシロ

シャチホコのように，剣山から得られた種が同様の植生の

ある他の山地の高標高帯にも分布している可能性もあり，

今後の調査が必要である．また，山頂付近には氷河期から

遺存する亜寒帯性針葉樹林がある．トウヒツヅリヒメハマ

キはその寄主植物や北方性の分布様式から，この一帯にの

み遺存的に分布している可能性があり，より低標高の針葉

樹の調査で生息の有無を確認する必要がある．

　徳島県のレッドリスト（徳島県，2013）に選定されてい

る蛾類は 4 種と少なく，蛾類相の把握が十分でないことは

明らかである．特に，開発されやすい湿地～草原性の種（例：

スゲドクガ）や低地の雑木林の種（例：ウスズミケンモン），

全国的に生息地が局限される種（例：コケヒメエダシャク），

寄主植物そのものが希少と考えられる種（例：ホソバミツ

モンケンモン）などは，他県や環境省のレッドリストに選

定されていることが多い．本報で記録した種のうち，環境

省に掲載されているが県では未掲載の種はクワトゲエダシ

ャク，スゲドクガ，キシタアツバ，ウスズミケンモン，ギ

ンモンアカヨトウ，ニセトガリヨトウの 6 種である．いず
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れも草原や湿地，低地の雑木林など開発に対して脆弱な環

境を好む種である．今回の調査によって県内での生息が確

認されたものの，多くの種は依然として個体数や生息適地

は少ないと思われるため，今後のレッドリスト改定におい

て追加する必要性は高い．これらのような希少な種を擁す

る生息環境の把握，保護につなげるための知見を今後も蓄

積する必要がある．
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